
内
閣
衆
質
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五
九
第
一
六
六
号

平
成
十
六
年
九
月
十
七
日

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
監
修
料
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
六
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九
月
十
七
日
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博

之



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
監
修
料
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
三
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
が
報
酬
の
支
払
を
受
け
て
書
籍
等
の
監
修
（
以
下
単
に
「
監
修
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
は
、
一
般
に
、

公
務
外
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
が
把
握
す
る
立
場
に
は
な
い
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
事
項
の
す
べ
て
に
つ
い
て
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
国
家
公
務
員
倫
理
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
九
号
。
以
下
「
倫
理
法
」
と
い

う
。
）
及
び
自
衛
隊
員
倫
理
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
号
）
が
施
行
さ
れ
た
日
（
平
成
十
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
平

成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
監
修
に
対
す
る
報
酬
（
以
下
「
監
修
料
」
と
い
う
。
）
の
支
払
を
受
け
た
こ
と
に
つ

き
贈
与
等
報
告
書
（
倫
理
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
贈
与
等
報
告
書
又
は
自
衛
隊
員
倫
理
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す

る
贈
与
等
報
告
書
を
い
う
。
）
が
提
出
さ
れ
た
事
例
（
以
下
「
報
告
書
提
出
事
例
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
監
修
に
係
る

作
業
又
は
打
合
せ
（
以
下
「
監
修
作
業
等
」
と
い
う
。
）
が
勤
務
時
間
中
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の
有
無
、
監
修
に

係
る
打
合
せ
が
勤
務
時
間
外
に
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の
有
無
、
職
員
に
監
修
料
を
支
払
っ
た
事
業
者
等
に
対

し
て
便
宜
を
図
っ
た
も
の
の
有
無
、
書
籍
等
の
作
成
事
業
に
つ
き
国
の
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い
た
も
の
（
以
下
「
補
助
金

支
出
事
例
」
と
い
う
。
）
の
有
無
及
び
監
修
料
の
受
取
に
つ
い
て
懲
戒
処
分
を
行
っ
た
も
の
の
有
無
並
び
に
こ
れ
ら
の
事
例

一



に
該
当
す
る
も
の
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
事
例
に
係
る
監
修
料
の
支
払
を
受
け
た
時
点
の
職
員
の
所
属
部
署
名
、
書

籍
等
の
名
称
、
監
修
料
の
支
払
を
受
け
た
年
月
及
び
監
修
料
の
額
（
以
下
「
所
属
部
署
名
等
」
と
い
う
。
）
を
各
府
省
等
に

お
い
て
把
握
し
た
限
り
で
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

報
告
書
提
出
事
例
の
う
ち
、
職
員
が
既
に
退
職
し
た
等
の
理
由
か
ら
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
除
き
、
監
修
作
業
等
が

勤
務
時
間
中
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
又
は
監
修
に
係
る
打
合
せ
が
勤
務
時
間
外
に
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
も

の
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
職
員
に
監
修
料
を
支
払
っ
た
事
業
者
等
に
対
し
て
便
宜
を
図
っ
た
も
の

も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
報
告
書
提
出
事
例
の
う
ち
、
補
助
金
支
出
事
例
は
三
件
で
あ
り
、
当
該
事
例
に
つ
い
て
、
所

属
部
署
名
等
を
お
示
し
す
る
と
、
別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
る
。
報
告
書
提
出
事
例
に
お
け
る
監
修
料
の
受
取
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
六
年
七
月
三
十
日
現
在
に
お
い
て
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
。
以
下
「
国
公
法
」

と
い
う
。
）
、
倫
理
法
等
の
法
令
に
違
反
す
る
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
と
し
て
職
員
に
対
す
る
懲
戒
処
分
を
行
っ
た
も
の
は

な
い
。
な
お
、
報
告
書
提
出
事
例
に
つ
い
て
、
監
修
料
の
額
を
区
分
し
て
そ
の
件
数
を
お
示
し
す
る
と
、
別
表
第
二
の
と
お

り
で
あ
る
。

国
家
公
務
員
は
、
一
般
職
で
あ
る
と
特
別
職
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
報
酬
の
支
払
を
受
け
て
監
修
を
行
う
に
当
た
っ
て

二



は
、
国
公
法
、
倫
理
法
等
の
法
令
の
規
定
を
遵
守
し
、
国
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
書
籍
等
の
作
成
事
業
に
つ
き
国
の
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
倫
理
審
査
会

（
以
下
「
倫
理
審
査
会
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
「
国
の
補
助
金
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
書
籍
等
の
監
修
の
取
扱
い
に
つ
い

て
」
（
平
成
十
六
年
六
月
十
七
日
倫
参
第
三
十
号
国
家
公
務
員
倫
理
審
査
会
事
務
局
長
通
知
）
を
発
出
し
、
当
該
場
合
に

「
職
員
が
そ
の
監
修
料
を
受
領
す
る
こ
と
は
、
そ
の
職
務
や
地
位
を
用
い
て
自
ら
や
自
ら
の
属
す
る
組
織
の
た
め
に
私
的
利

益
を
得
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
権
限
行
使
の
対
象
と
な
る
者
か
ら
贈
与
等
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
、
国

民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
き
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
適
当
で
な
い
」
と
の
見
解
を
各
府
省
等
に
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

地
方
公
務
員
又
は
特
殊
法
人
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特

定
独
立
行
政
法
人
以
外
の
独
立
行
政
法
人
、
認
可
法
人
若
し
く
は
公
益
法
人
（
以
下
「
特
殊
法
人
等
」
と
い
う
。
）
の
職
員

が
報
酬
の
支
払
を
受
け
て
監
修
を
行
う
こ
と
は
、
一
般
に
、
公
務
外
又
は
業
務
外
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
上
、
こ
れ
に
関

す
る
服
務
上
の
監
督
等
は
、
各
地
方
公
共
団
体
又
は
各
特
殊
法
人
等
に
お
い
て
適
切
に
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

お
尋
ね
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
は
な
い
。

三



二
に
つ
い
て

倫
理
審
査
会
に
お
い
て
各
府
省
等
か
ら
の
報
告
に
よ
り
把
握
し
た
限
り
で
は
、
倫
理
法
が
施
行
さ
れ
た
日
（
平
成
十
二
年

四
月
一
日
）
か
ら
平
成
十
六
年
七
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
職
員
が
倫
理
法
又
は
国
家
公
務
員
倫
理
規
程
（
平
成

十
二
年
政
令
第
百
一
号
）
に
違
反
し
て
監
修
料
を
受
け
取
っ
た
と
す
る
事
例
は
な
い
。

四
に
つ
い
て

国
立
保
健
医
療
科
学
院
の
職
員
が
、
報
酬
の
支
払
を
受
け
て
監
修
を
行
う
こ
と
は
、
一
般
に
、
公
務
外
で
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
政
府
が
把
握
す
る
立
場
に
は
な
い
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
事
項
の
す
べ
て
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
が
、
倫
理
法
が
施
行
さ
れ
た
日
（
平
成
十
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
国

立
保
健
医
療
科
学
院
の
職
員
に
係
る
報
告
書
提
出
事
例
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
把
握
し
た
限
り
で
は
、
監
修
料
を

受
け
取
っ
た
職
員
が
、
そ
の
部
下
に
監
修
を
手
伝
わ
せ
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
し
た
事
例
は
な
く
、
ま
た
、
職
員

に
監
修
料
を
支
払
っ
た
事
業
者
等
か
ら
の
監
修
の
依
頼
及
び
作
業
は
す
べ
て
勤
務
時
間
外
に
行
わ
れ
て
い
た
。

四
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